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○ 関係法規
国家試験科目。美容師法の目的、定義、美
容師教育・試験、美容師免許、開設の届出
と衛生措置、行政を習得します。

1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 衛生管理Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 衛生管理Ⅱ
1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 衛生管理Ⅲ
2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 保健Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 保健Ⅱ
1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 保健Ⅲ
2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 香粧品化学Ⅰ
2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 香粧品化学Ⅱ
2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 文化論Ⅰ
2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 文化論Ⅱ
2
後

30 1 ○ ○ ○

○
美容技術理論
Ⅰ

国家試験科目。美容全般にかかわる技術の
理論、取り扱う器具、薬剤知識を習得しま
す。

1
後

30 1 ○ ○ ○

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

国家試験科目。公衆衛生の進歩と美容業と
の関係を理解し、環境衛生全般を習得しま
す。

国家試験科目。頭部、顔部及び頸部を中心
に人体の構造、機能、皮膚、毛髪などを理
解し習得します。

国家試験科目。美容の施術の際に使用する
香粧品を正しく取り扱うために必要な知識
を習得します。

国家試験科目。美容、ファッションの歴史
を習得します。
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○
美容技術理論
Ⅱ

2
前

60 2 ○ ○ ○

○
美容技術理論
Ⅲ

2
後

60 2 ○ ○ ○

○ 運営管理

国家試験科目。接客の意義と技術を身に付
けるとともに、経営管理や労務管理の基本
を理解し、運営上の管理手法を習得しま
す。

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
美容実習(サ
ロンワーク)

美容サロンでのアシスタント技術（笑顔で
挨拶、返事、言葉遣い、掃除、接客、スタ
イリストヘルプなど）を習得します。

1
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
美容実習(サ
ロンワーク応
用)

現場実習、アシスタントプログラムに向け
てサロンの運営、システムを理解し、仕事
に対する姿勢と技術を習得します。

1
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○
美容実習
(シャンプー
Ⅰ)

1
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
美容実習
(シャンプー
Ⅱ)

1
後

60 2 ○ ○ ○ ○

○
美容実習(ｶｯﾄ
＆ﾌﾞﾛｰⅠ)

1
前

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習(ｶｯﾄ
＆ﾌﾞﾛｰⅡ)

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習
(カット＆カ
ラー)

カラーリングの基礎知識、理論を学び、ま
たヘアカラーのタイプ別特徴を知り、タイ
プ別に塗布技術を習得します。

2
前

60 2 ○ ○ ○ ○

○
美容実習(ﾜｲﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞⅠ)

1
前

120 4 ○ ○ ○

○
美容実習(ﾜｲﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞⅡ)

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習(ﾜｲﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞⅢ)

2
前

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習(ｵｰﾙ
ｳｪｰﾌﾞⅠ）

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習(ｵｰﾙ
ｳｪｰﾌﾞⅡ)

2
前

60 2 ○ ○ ○

国家試験科目である、ウェーブの理論と
ウェーブとカールの技術を習得します。

国家試験科目である、パーマの理論とワイ
ンディング技術を習得します。

国家試験科目。美容全般にかかわる技術の
理論、取り扱う器具、薬剤知識を習得しま
す。

シャンプー及びブロー技術等、トータルテ
クニックを習得します。

カット理論と基本姿勢及びパターン別カッ
トとブロー技術を習得します。



○
美容実習(国
試カット)

国家試験科目である、レイヤーカットの
カット技術を習得します。

2
前

60 2 ○ ○ ○

○
美容実習(国
家試験課題)

審査基準に基づき、国家試験実技の技術を
正確に身に付ける。また衛生上の取り扱い
を習得します。

2
後

60 2 ○ ○ ○

○ 就職講座Ⅰ
1
前

30 1 ○ ○ ○

○ 就職講座Ⅱ
1
後

30 1 ○ ○ ○

○ 就職講座Ⅲ
2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 就職講座Ⅳ
2
後

30 1 ○ ○ ○

○
ヘアメイク
アップⅠ

1
前

30 1 ○ ○ ○

○
ヘアメイク
アップ Ⅱ

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
美容総合技術
Ⅰ

1
前

60 2 ○ ○ ○

○
美容総合技術
Ⅱ

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
美容総合技術
Ⅲ

2
前

90 3 ○ ○ ○

○
美容総合技術
Ⅳ

2
後

30 1 ○ ○ ○

○ 国家試験対策
国家試験合格へ向けて、弱点科目を把握
し、実技及び筆記での合格点到達を目指し
ます。

2
後

180 6 ○ ○ ○

40

期

週履修方法： 講義・演習・実習 １学期の授業期間 15

（留意事項）

2010単位時間 （67単位）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：
履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目（不合格）が1
科目以上あれば、原則卒業できない。最終的な卒業に関する判定は各
判定会議で行う。

１学年の学期区分 2

科目

業界及び職種について理解を深め、自分の
目指す将来像を明確にする。またセルフマ
ネジメントを身に付けます。

JMA3級を目指し、ヘアアレンジ及びフルメ
イクの基礎知識、道具の持ち方の基本、道
具を使いこなし基礎から応用までを習得し
ます。

専門的な美容知識、技術を習得します。
（ヘアスタイリスト専攻、ヘアメイク専
攻、ブライダル専攻）



２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


